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研究成果の概要（和文）：本研究は「社会的なもの」の構築過程をラディカルに再検討して、社

会的なものと自然的なものとを同一水準で論じる方法を探求した。「社会」と「自然」が概念と

実在としていかに一緒に構築されていくのかを問い、因襲的な二分法を超えるような諸関係と

状況について、またそうした状況下でさまざまな存在がいかに生成するかについて、明らかに

した。本研究は最終的に、人類学・科学技術研究・科学史・哲学が融合する次元を提供し、そ

れによってあらたな実在の可能性と生成に寄与することを目指した。 

 
研究成果の概要（英文）：By radically rethinking ‘the social’, our project explored the 
way the social can be symmetrically discussed with the natural. We have been questioning 
how ‘society’ and ‘nature’ are constructed together, and seeking out both the proper 
state of the various relations that transcend this dichotomy and the emergence of various 
beings. In fine, this project aimed to offer a niveau where anthropology, science and 
technology studies, the history of science, and philosophy can mingle, with the goal of 
contributing to the possibility and emergence of a new reality. 
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２００９年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 
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研究分野：人文学 
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１． 研究開始当初の背景 
 
現代の欧米・日本では事象の認識をめぐる「個

人化」や「心理学化」が進行し、「社会」という概
念の有効性が問われている。社会科学者の間には
この概念の再検討とあらたな社会関係の呈示が試
みられつつあるが、ほとんどが事象の一面に光を
当てるにとどまり、近代西洋に限定された議論の
域を出ていない。文化人類学は多種多様な事象に

対して、伝統・近代、西洋・非西洋、社会・自然
といった区分にとらわれることない理解をめざす
学問であり、この学問の姿勢を貫いて世界各地に
生起する種々な「社会的なもの」をホーリスティ
ックに考察する必要があり、「社会的であること」
の多様性と可能性を探究することが求められてい
る。 
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（１）「社会」の特殊西洋的な意味合いの解明。 

西洋近代化の歴史において、「社会」は経済や法、

政治などから差異化された領域として立ち上がっ

てきた。この特殊歴史的な概念を、非西洋の人々

の集合的な生のあり方と照らし合わせて明らかに

する。 

 

（２）「社会」概念の妥当性の検討。 

「社会」の概念は国民国家をモデルにしており、

一定の地理的な範囲の中に居住し、かつ共通の属

性を持つ人々の集団を含意する。だが、現実には

集団の境界と地理的境界は一致せず、人々は絶え

間なく移動を繰り返してきた。さらに、グローバ

リゼーションが進む中で社会の概念が前提として

きた国民国家の枠組み自体が揺らいでいる。 

 

（３）「社会」による非人間的な要素の排除の反省。

人間の集合として捉えられてきた「社会」だが、

実際は道路、自動車、文書、建物、家畜、微生物、

薬剤といったさまざまな非人間的な要素によって

支えられている。人類学者は近年この事実に着目

しながら、科学技術やアートに関する研究を展開

しつつある。この考えを発展させて、非人間的要

素を含めて「社会的なもの」の生成を検討する。 

 
（４）人々の「集合的な生のあり方」の再検討。 
ヒトとモノとがどのように集合的な生を構成しつ
づけるか、という観点から「社会的なもの」の生
成を根底的に描き直す。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の代表者と分担者は、中米、フィジー、

東インドネシア、東アフリカ、インド、ガーナ、
タイの各地における集合的な生のあり方について、
以下の三つの観点から相互比較をつうじて明らか
にし、「社会的なもの」の顕現する形態をあたらし
く提示しようとした。 
 

（１）「社会」という概念を成り立たせてしまう諸
条件の分析。 
「社会」領域の生成と国民国家の整備は欧米や日
本ではパラレルな進展をみせたが、世界の他地域
においてどのような状況にあるのかを、本研究に
よって明らかにする。さらに、国民国家の依拠す
る「主体」としての個人、「人格」の所有者として
の個人について、その妥当性を検討する。 
 
（２）「社会的なもの」の再記述と分析。 
季節労働者、帰還民、機械工、老人ホームの入

居者、開拓移民などを調査し、人々の諸実践を「集
団」の規定を受けた帰結としてではなく「社会的

なもの」の生成の現場として描き直す。彼らの諸
実践をシステムや構造の拘束から自由度を高めた
水準で観察し、人と人の関係のコード化、脱コー
ド化、再コード化がどのように進行するのかを丹
念に追いかける。それによって、集合的な生に関
するダイナミックで過程的な様態を明らかにし、
人と人のつながりの多様な在り方の記述と分析を
提示する。 
 
４．研究成果 
 
(1)ポストＡＮＴの提示 
４回の研究会、２回の国際シンポジウム開催
を経て、本研究の目的を達するには Bruno 
Latour らの主導するＡＮＴ(アクターネット
ワーク理論)を越えた視点と手法を開拓する
ことが明らかになった。 

①ヒト、モノ、情報などにエージェンシー
を付与してネットワーク生成を描くだけ
でなく、そこにどのような権力が発生する
かを検討しなければいけない。 
②当事者たちの思考や言説を重視するこ
とを忘れてはならない。彼らの視点をネッ
トワークの議論に織り込む必要がある。 
 

(2)存在論的アプローチの提示 
Viveiros de Castro らの唱道する「認識論か
ら存在論へ」は、両概念をめぐる議論を整理
することによって真価を発揮する。ただし存
在論への移行は、人類学がこれまで「自然」
領域としてハードサイエンスに委ねてきた
諸論題を、あらたに引き受けなければいけな
いことを意味する。 
 
(3)文理融合の可能性の検討 
「社会」に対する「環境」として研究対象の
外部に据えられてきた「自然」は、ＡＮＴに
よって社会とともに生成変化するものとな
った。本研究はここからさらに、「環境」と
積極的に関わる科学技術の人々の思考様式
に対して、直接に焦点を当てる必要を明らか
にした。それゆえ、(西洋近代の)科学技術の
知識の内側へと踏み込まなければならない
〔言い方を変えると、論文の生産を論じるの
でなく、論文の中味をも論じなければいけな
い〕。それは文理融合の実践であり、本研究
はこの実践への方向性を示すことができた。 
以上の研究成果は、２冊の英語論文集として
公開されている。 
http://www.natureculture.sakura.ne.jp 
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